
富山空港を通じて、訪れる人々が感動し、
地域の皆様が誇りに思える未来を共に創り上げていきたい
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10年後5年後現状（※）旅客数（万人）

36.034.832.9国内旅客数

17.710.04.1国際旅客数

53.744.837.0合計

■ 官民連携による相乗効果の創出
混合型コンセッションの特性を活かし、官民
の強みを融合した運営体制を構築

■ 空港内に地域活性化の専門部署を新設
第二種旅行業登録を活用し、空港運営会社
が主体的に誘客活動を実施

■ 空港を「地域体験の起点」へ転換
空港を「通過点」ではなく「地域体験の起点」
と捉え、飲食・移動・宿泊など地域事業者と
連携した旅行提案を展開

■ 富山の地域資源を活かした高付加価値旅行
の創出
地域連携による新たな地域資源の発掘や磨
き上げを行い、滞在価値と経済効果を向上

■ 観光庁DMO登録も視野に連携体制を強化
官民の観光戦略と整合を図り、持続的な観
光推進体制を整備

■ DXを通じた空港運営・地域活性化の高度化
維持管理や経営、二次交通改善など多分野
でDXを推進

「空港型地方創生 富山モデル」を
実現する「新たな空港経営モデル」

旅客数目標値

戦略的事業方針

※R5年度実績
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利用者の増加に向けた取組み 他団体・企業と連携した地域経済活性化

■ 航空ネットワークの維持・充実

• 国内線の維持・利用促進、国際線の復便・増便、
国内外チャーター便の誘致

• 国際線ビジネスジェットの誘致、新興リージョ
ナルエアラインの誘致

• 南紀白浜空港との相互送客を実施。複数の空
港運営により、相乗効果を発現

■ 空港の賑わいづくり

• 空港ラウンジを移設・拡張し、日本酒や寿司な
ど富山の特産品を楽しめる空間を整備

• 到着ロビーでのコンサート、パブリックビュー
イング、展望デッキでのビアガーデンなど、交
流イベントを実施

• 富山の産業や伝統工芸の展示・体験イベント、
空港ボランティアによる清掃や緑化活動、地
元学校や一般向けの空港見学ツアーも実施

■ 地域活性化室の新設

• 空港運営会社に地域活性化に取り組む専門
部署を新設

■ 旅行業登録による誘客・送客機能の強化

• 第二種旅行業登録をし、魅力的な旅行商品
を開発

■ 連携プラットフォーム体制の構築

• 企業・人材の呼び込み、県内外企業のマッチ
ング、地域課題解決の支援を実施

• 県内企業と密に連携。新たな事業創出を推
進し、空港起点の地域経済活性化を実現

※着地型旅行事業における取扱人数（延べ数）

(※)
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安全安心な空港運営先進的かつ効率的な空港施設運用

■ 安全性を最優先に確保しつつ、先進技術を
活用した空港DXを推進

（導入予定の技術及び取組例）

• 「ドラレコ×AI」を活用した滑走路点検

• 「AIさくらさん」等の生成AI技術を活用した
お客様対応

■複数の空港運営を通じて、他空港で実証さ
れたベストプラクティスをデータベース化
（トラブルの未然防止と迅速な対応力の強
化にも貢献）

■ 利用者・従事者を含むすべての人の安全・
安心を最優先に、既存の取組を継続

■ 事業期間にわたり、技術コンサルタントであ
る構成員の経験と知見を活かし、適切な点
検と予防保全を実施

■ ワンオフィス化により、
安全・保安情報を一元
的に集約。意思決定
の迅速化を通じて、オ
ペレーション効率と危
機管理体制を強化

■ 混合型コンセッションを活かし、「官の課題」
を「民の強み」で補完し、相乗効果を創出

行政とのパートナーシップ

■ 航空政策課を起点に、
県庁内の関係部署を
横断的に連携させる
体制を構築

事業実施体制

■ 混合型コンセッションの運営実績を活かし、
盤石で持続可能な事業計画を構築

■ 空港経験豊富な人員を配置するとともに、
事業期間を通じて各個人が長期的に経営に
コミットし、富山空港の持続的な発展に貢献

■ 地元の雇用創出を積極的に推進し、若者か
ら選ばれる魅力的な企業として成長


